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地方創生推進交付金を活用した事業について 

（作成：洲本市企画情報部企画課） 

〔 事 業 名 〕 大阪湾をつなぐ広域型サイクル・ツーリズム事業 〔 活用した交付金 〕 地方創生推進交付金 

〔 事業目的 〕 

  大阪府泉南郡岬町と洲本市は、深日港、洲本港の賑わい創出、大阪湾南周り観光ルートの

構築のため、深日港－洲本港間の航路復活の取組「大阪湾を船で結ぶサイクル・ツーリズム

事業」を核とした大阪湾南周り観光ルートの確立により新たな人の流れを創出することで、

交流人口の増加とまちの賑わいづくりをめざす。 

〔 実施主体・体制 〕 

  大阪府泉南郡岬町・洲本市 

〔 実施年度 〕 

 平成３０年度 ～ 平成３２年度（令和２年度※）（３カ年） ※令和３年度に繰越 

〔 事業内容 〕 

 ●平成３０年度  

自転車活用推進法制定を契機としたサイクリングツーリズムが注目を集めている中、「大

阪湾を結ぶサイクル・ツーリズムルート」として深日港と洲本港を結ぶ航路の社会実験を７

月１日から約８か月間実施。 

加えて、新たな需要の獲得を目指すため、サイクリスト向けサービスの充実やイベントな

どを実施。 

  ○実施期間 平成３０年７月１日（日）～平成３１年２月２４日（日） 

  ○使用船舶 インフィニティ号（（株）恭兵船舶所有） 

        総トン数 ４９ｔ 

        定  員 ６８名 

        自転車最大積載数 ３０台  

 

●平成３１年度（令和元年度） 

平成３０年度の実績から、令和元年度は、需要の見込める時期（春季～秋季）の土・日・

祝日に限定して運航し、収支バランスの確保と航路復活の可能性を検証する。 

運航日など事業内容が大きく変わったため、当初設定した重要業績評価指標（KPI）を変更

する。 

 

 

○実施期間 平成３１年４月２７日（土）～令和元年１０月２７日（日）までの 

土・日・祝日限定（８/１３～１６含む） 

 

●令和２年度 

令和元年度に引き続き、需要の見込める時期（春季～秋季）の土・日・祝日に限定して運

航し、収支バランスの確保と航路復活の可能性を検証する。 

 

〔 事業実績 〕 

 ●平成３０年度  

 ・平成３０年７月１日から平成３１年２月２４日までの約８か月(２３９日)間の運航を実施。 

・サイクリスト向けのサービスの充実や航路の PR を積極的に行ったが、酷暑や台風等の影響

により、利用者が伸び悩んだ。 

 ・平日の平均利用者数は、休日の平均利用者数に比べ半分程度しかなく、また、１２月以降は

一般利用、サイクリストともに著しく利用が落ち、平日、冬期の需要の低さが明らかとなっ

た。 

○運航実績 運航便数 1,806 便（1 日 4 往復 全 8 便、欠航 106 便、就航率 94.5％） 

       乗船実績 乗船客数：15,218 人 自転車：1,906 台  

   

 

 

●平成３１年度（令和元年度） 

 ・平成３１年４月２７日から令和元年１０月２７日までの約７か月(７１日)間の運航を実施。 

 ・昨年度の実績から、主に観光客の移動手段として同航路が利用されていることを踏まえ、 

  需要の見込まれる、土・日・祝日とお盆期間に運航日を限定。 

 ・淡路島まつり等のイベント時には臨時便の運航を実施。 

 ・一便あたりの利用者数は１８.７人、自転車は２.１台の利用があった。 

 

 ○運航実績 運航便数 508 便（1 日 4 往復 全 8 便、欠航 62 便、就航率 89.1％） 

        乗船実績 乗船客数：9,479 人 自転車：1,057 台  

 

 ●令和２年度 

 ・運航中止 
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●令和３年度 

令和２年度事業を繰越し、実施する。 

○実施期間 当初：令和３年６月２６日（土）～令和３年１１月２８日（日）までの 

土・日・祝日限定 

      変更後：令和３年１０月２３日（土）～令和３年１１月２８日（日）までの 

土・日・祝日限定 

 

●令和３年度（繰越） 

・令和３年１０月２３日から令和３年１１月２８日までの１４日間運航を実施。 

・平成３１年度（令和元年度）と同様に、運航日を需要の見込まれる土・日・祝日とお盆期間

に設定していたが、新型コロナウイルス感染症の拡大による緊急事態宣言の発出等もあり、

当初の予定期間から短縮して運航。 

・新型コロナウイルス感染症の感染対策として、検温、手指消毒、マスク着用の呼びかけや、

船内の抗菌加工等を実施した上で運航。 

・深日洲本ライナーと連携した深日港発のサイクリングツアーを実施。24 名の参加があった。 

・一便当たり１９.１人、自転車は４.１台の利用があり、平成３１年度（令和元年度）の一便

あたりの利用者数、利用台数を上回った。 

 

○運航実績 運航便数 112 便（1 日 4 往復 全 8 便、欠航 0 便、就航率 100％） 

       乗船実績 乗船客数：2,143 人 自転車：462 台  

〔 事業費 〕 

 ●平成３０年度     ●平成３１年度（令和元年度）   ●令和３年度（２年度繰越）  

 

  全 体：95,668 千円   全 体：67,483 千円       全 体：43,415 千円 

  洲本市：24,000 千円   洲本市：16,000 千円       洲本市： 9,090 千円 

 

〔 その他 〕 

 ●予約サイトを立ち上げ、両市町のイベント案内や観光 PR を行っている。 

●自転車専門誌とのタイアップ企画やイベント、SNS を活用し、サイクリスト向けの PR を

積極的に実施している。 

 

 

○重要業績評価指標（KPI） 

重要業績評価指標（KPI） 単位 基準値 
目標値

（H32） 
H30 実績 

H31（R 元）

実績 

R3 実績 

（R2 繰越） 

①海上サイクルルート日あたり利用者数 人 0 178 63 82 8 

②海上サイクルルートにおける日あたり自転車移動者数 台 0 18 8 8 17 

③広域交流イベント事業参加者数 人 0 400 300 115 0 

④サイクルツーリスト拠点施設利用者数 人 0 540 340 100 100 
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地方創生推進交付金を活用した事業について 

（作成：洲本市企画情報部企画課） 

〔 事 業 名 〕 広域型サイクルツーリズムを活用したまちづくり事業 〔 活用した交付金 〕 地方創生推進交付金 

〔 事業目的 〕 

  大阪府泉南郡岬町と洲本市は、人口減少、少子高齢化が続く中、深日港、洲本港の賑わい

創出や新たな人の流れを生み出すため、深日港－洲本港間の航路復活の取組「大阪湾を横断

する広域型サイクルツーリズム」を推進し、大阪湾南周り観光ルートを確立することで、交

流人口の増加とまちの賑わいづくりを目指す。 

〔 実施主体・体制 〕 

  大阪府泉南郡岬町・洲本市 

〔 実施年度 〕 

令和４年度 ～ 令和６年度（３カ年）※事業を深化しさらに３年間継続 

〔 事業内容 〕 

 ●令和４年度  

自転車活用推進法制定を契機としたサイクリングツーリズムが注目を集めている中、「大

阪湾を横断する広域型サイクルツーリズムルート」として深日港と洲本港を結ぶ航路の社会

実験を６月２５日から約５ヵ月間実施。 

加えて、大阪湾南回り観光ルートの確立に向け、宿泊施設や商業施設等と連携した滞在型・

着地型観光プログラムの造成と、観光ガイド等の地域で活躍するオペレーターの育成に取り

組む。 

  ○実施期間 令和４年６月２５日（土）～令和４年１１月２７日（日） 

        土日祝限定運航、５７日間 

  ○使用船舶 インフィニティ号（（株）恭兵船舶所有） 

        総トン数 ４９ｔ 

        定  員 ６８名 

        自転車最大積載数 ３０台 

 

 

 

 

 

 

〔 事業実績 〕 

 ●令和４年度  

 ・令和４年６月２５日から１１月２７日までの約５ヵ月間の運航を実施。 

・新型コロナウイルス感染症の感染対策として、検温、手指消毒、マスク着用の呼びかけや、

船内の抗菌加工等を実施した上で運航。 

・深日洲本ライナーと連携した親子サイクリングイベントを実施、15 名が深日洲本ライナー

を利用して参加。 

・一便当たり１４．３人、自転車は２．２台の利用があったが、令和３年度の一便あたりの利

用者数、利用台数は下回る結果となった。令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響を

考慮し、１０月２３日から１１月２８日の短期間で運航したことで、乗客が集中した可能性

も考えられる（令和３年度が過去最高）。 

 

○運航実績 運航便数 456 便（1 日 4 往復 全 8 便、欠航 48 便、就航率 89.5％） 

       乗船実績 乗船客数：5,838 人 自転車：886 台  

〔 事業費 〕 

 ●令和４年度     ●令和５年度     ●令和６年度  

 

  全 体：47,056 千円   全 体：76,762 千円   全 体：75,667 千円 

  洲本市：12,070 千円   洲本市：17,518 千円   洲本市：17,142 千円 

 

〔 その他 〕 

 ●予約サイトを立ち上げ、両市町のイベント案内や観光 PR を行っている。 

●自転車専門誌とのタイアップ企画やイベント、SNS を活用し、サイクリスト向けの PR を

積極的に実施している。 
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○重要業績評価指標（KPI） 

重要業績評価指標（KPI） 単位 基準値 目標値（R6） 
R4 目標値 

（増加分） 

R5 目標値 

（増加分） 

R6 目標値 

（増加分） 

①滞在型・着地型観光プログラム利用者数 人 0 600 
120  

（120） 

360  

（240） 

600  

（240） 

②滞在型・着地型観光プログラム造成数 件 0 13 
3  

（3） 

8  

（5） 

13  

（5） 

③観光ガイド登録者数 人 0 20 
10  

（10） 

15  

（5） 

20  

（5） 

④サイクリング促進イベント参加者数 人 0 140 
100  

（100） 

120  

（20） 

140  

（20） 
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（参考）R4 年度のポスターと写真 
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